
小動物臨床 Vol.29 No.4（2010.7） 255 ◆

要　　約

　犬のヘパトゾーン症は，アピコンプレックス門の
Hepatozoon canis やH. americanum の感染期の虫
体を犬が摂取することにより伝播する。この 2種の
寄生虫は分類学的には関連性はあるものの，臨床徴
候や寄生虫自体の自然界でみられる発育環を含めた
特異的な性状については両者間で異なる。近年まで
北米におけるH. canis の感染実態は明らかにされて
おらず，米国南部以外ではH. amerianum の自然感
染例の報告はいまだにない。しかしながら，媒介マ
ダニであるRhipicephalus sanguineus（和名クリイ
ロコイタマダニ）が長い期間定着している北米の局
地では，近年H. canis 感染が報告されており，媒介

マダニAmblyomma maculatum の拡散とともにH. 
ameri canum の分布範囲も広がりつつある；そして
これら 2 種寄生虫による混合感染も報告されてい
る。両種のへパトゾーンとその感染犬間における
18 S rRNA遺伝子配列には明らかな種差が示されて
いるが，それはそれぞれの種が明らかな固有種と
いうよりは，むしろ関連性のある遺伝子グループ
の集合体であることを示唆している。感染をうけ
た脊椎動物の筋肉中のシストゾイトの摂取により，
犬へのH. americanum 伝播感染が最近になって報
告されているが，この事実は捕食行動が自然感染の
経路になるという考え方を支持するものである。近
年，いくつかの興味深い進展がみられはするが，北
米における感染の経路や犬ヘパトゾーン症の病原体
によって引きおこされる臨床徴候の性状に関して，
まだ解明すべき点が多く残されている。

背　　景

　アジア，南ヨーロッパ，中東，アフリカおよび南
米においては，H. canis が犬に感染して疾病を引き
おこすとの認識が以前からある。1978 年に米国南
部で初めてヘパトゾーン症の症例が認められ，当初
はH. canis の中でも病原性がより強い株に起因する
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と考えられていた1）。しかしながら，その後の研究で
病原体は別種のH. americanum であり，発現した
疾病はアメリカ・ヘパトゾーン症として知られるよ
うになった2-6）。H. canis とH. americanum の発育
環には，固有宿主であるマダニが必須であり，その
体内で受精，オーシスト形成およびスポロゾイト形
成がおこり，中間宿主である犬やその他の哺乳動物
内ではメロゴニー（シゾゴニー）およびガモントの
形成がおこなわれる7）。ガモントはマダニが吸血す
る際にその体内にとりこまれ，その後形成されたス
ポロゾイトは感染マダニそのものが摂食された場合
に中間宿主である犬に感染移行し，その体内でスポ
ロゾイトの放出がおこなわれる8）。全体的な発育環
には多少なりとも共通点はあるが，犬で報告されて
いるヘパトゾーンの 2 種にはいくつか相違点があ
り，それらには犬に発現する臨床徴候の特徴や固有
宿主となるマダニの種類および地理的分布が含まれ
る。

犬ヘパトゾーン症の臨床的特徴

　アメリカ・ヘパトゾーン症に罹患した犬は，不活
発，筋肉痛，跛行および眼の粘液性化膿性分泌物を
特徴とする重篤な熱性疾患症状を呈する。X線撮影
では長骨骨膜の増殖が明らかになる場合もある。著
しい好中球性白血球増多症がしばしばみられるが，
ガモントが血液塗抹で検出されることは非常にまれ
である9）。一方，H.canis によるヘパトゾーン症罹
患犬は，臨床的には正常あるいは軽度な症状にとど
まる例が多い。重度の虫血症あるいは他のマダニ媒
介病原体による混合感染がある場合は，H. canis 感
染犬で発熱，不活発および削痩を特徴とする軽度か
ら重度の臨床徴候の発現をみる症例がある。骨膜増
殖病変がH. canis 感染で認められる例は非常にまれ
であり10），それゆえにX線写真では特に異常はみ
られない。白血球数は通常正常か非常に軽度の上昇
が認められ，好中球のほぼ 100％にみられるほど多
数のガモントが検出される7）。

H. americanum の媒介動物としての
マダニとその地理的分布

　H. americanum の固有宿主であるとともに，媒
介動物としての役割を担うマダニはAmblyomma 

maculatum，いわゆるGulf Coast tick で，歴史的
には Gulf Coast や南大西洋沿岸に限局して生息す
る11）。また，このマダニは中央アメリカや南米北
部でも報告されている12）。アメリカ以外の地域で
は犬のH. americanum 感染は報告されていない
が，野生動物を調査したある研究でブラジルのカ
ニクイキツネから検出された 18 S rRAN配列がH. 
americanum と 97％類似していたという13）。この
数十年でA. maculatum の分布域は人口の増加とと
もに，現時点で定着しているオクラホマ，カンザ
ス，ケンタッキーやその他の州など北部地域にもみ
られるようになりつつある12，14）。さらに，媒介マ
ダニが認められている範囲以外の州，たとえばカル
フォルニア，ワシントン，ベルモントにおいてH. 
americanum が報告されており，おそらくは流行地
から感染犬が移動してきたためと思われる。

Hepatozoon canis

　H. canis の主な媒介動物は brown dog tick とよ
ばれるクリイロコイタマダニだが，他のマダニも宿
主として知られている16-20）。クリイロコイタマダ
ニは世界中の温暖および熱帯地域にみられ，H. 
canis の症例は南ヨーロッパ，アジア，アフリカ，
中東および南米で報告がある7）。しかしながら，
2008 年までに北米で犬や他のイヌ科動物からH. 
canis が確実に同定された事実はない。それ以降，
アメリカではH. canis の存在が PCRによって 30 頭
の犬で確認され，その内 14 頭はH. americanum の
感染も認められ15，21），カリブ諸島のグレナダでも 5
頭から分離同定がなされている22）。アメリカにお
いては，血液塗抹標本でおそらくはH. canis のガモ
ントと判断され，PCRでH. americanum ではなく
H. canis 感染と確認された犬が 1頭みつかっている
15）。ジョージアでは，ハイイロキツネでも配列決定
PCRにより，同様の感染症例が同定されており（M. 
Yabsley，私信），この寄生虫が北米のイヌ科動物の
間に存在し，活発な伝播がおこなわれているという
考え方が強まった。

同一種内の多様性

　今日，犬で認められているヘパトゾーンの種類は
H. canis とH. americanum のみである；そして，
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その両種の 18 S rRNA遺伝子配列には差があるこ
とが報告されている21，23）。完全な配列データは 2
頭のみからの情報ではあるが，H. americanum 感
染犬からの 18 S rDNA断片の相同性は，92. 7-99. 6%
の範囲という21）。H. canis 間の配列では，その相同
性は 97-100％との報告がある21，23）。株間の多様性
は 18 S rRNA 遺伝子配列の差で説明ができるが，
現在利用可能な配列データからの遺伝子集団が，犬
の居住場所や疾患の重篤度と関連性を示唆するもの
ではないようである（データは示していない）。認
められている配列の多様性がもつ重要度に，さらに
着目するならば，犬の臨床的および移動記録に関す
る詳細情報を加味した，より膨大なデータ群が必要
である。

新しい伝播経路

　H. canis とH. americium の伝播様式としては，
いずれもガモントが発育して感染性をもつオーシス
トを体内に保有する未成熟マダニを介する事実が明
らかにされており，またそのマダニの摂取によって
新たな犬へと感染する24）。H. canis では，媒介マダ
ニであるクリイロコイタマダニが犬を好適宿主とし
ており，すべての発育ステージにおいて犬を選択的
に吸血するので，犬は最適な保虫宿主になる25）。
様々な種類のキツネでもH. canis 感染が報告されて
おり13），それゆえに野生のイヌ科動物が自然界での
感染源維持に重要な役割を果している。一方，未成
熟なA. maculatum はイヌ科動物よりも地上生活性
の鳥類，げっ歯類およびウサギを吸血する機会の方
が多いが，コヨーテでは 3つの発育ステージすべて
が寄生する11）。A. maculatum の分布地域で，H. 
americanum に感染した野生のコヨーテが報告され
ている26，27）。コヨーテは実験的には本虫に感受性
を有し，感染および症状の発現が認められ，また未
成熟のマダニの感染も可能である27，28）。しかしな
がら，他の脊椎動物種の体表上には未成熟のA. 
maculatum が優勢的にみられることから，マダニ
への感染源の供給を担うイヌ科動物以外の動物が，
保虫宿主としての役割も果たしているかどうかなど
の疑問が根強く残っている6，9）。
　ところが最近の実験結果によって，これらの疑問
点の正当性が解決された。つまり，H. americanum
スポロゾイトの摂取により，コットンラットの筋肉

内でシストゾイトへの発育が認められた29）。感染
ラットの筋肉を投与すると犬は感染性し，アメリカ・
ヘパトゾーン症の特徴的な臨床徴候を誘起した30）。
感染犬の筋肉を使いH. americanum を用いた同様
の実験では伝播に失敗しており2，31），またH. canis
感染犬の筋肉中のモノゾイトシストの存在は証明さ
れてはいるものの，われわれの知る限りではそれら
の感染性を評価する投与実験はおこなわれていな
い。流行地域では多数の動物を検査しているにもか
かわらず，野生げっ歯類，ウサギあるいはイヌ科以
外の脊椎動物でのH. americanum の自然感染例は
まだ実証されてはいないが［（33）; K. Allen　未発
表データ］，野生脊椎動物がこの寄生虫の重要な待
機宿主としての役割を担っていることを支持する証
拠は増えつつある。H. canis では胎盤感染が証明さ
れているが34），一方でH. americanum ではこの伝
播経路はみられない。

結　　論

　このような新しいデータには興味はそそられる
が，北米におけるヘパトゾーン症にはまだ多くの重
要な疑問が残されている。感染犬から報告された
18 S rDNAシークエンスの多様性の示唆するとこ
ろは，ヘパトゾーンには多くの株あるいは種があり，
それが病原性や発育様式に様々な変化をもたらし，
犬への感染性や臨床徴候を発現する可能性があるも
のといえよう21）。感染性のシストゾイトの発育期
がげっ歯類で発見されたという事実は，犬がイヌ科
以外の脊椎動物の捕食を介して感染をおこす，いわ
ゆる被捕食動物が待機宿主としてH. amerianum を
野外で維持するために重要な役割を担っていること
が示すものである29，30）；そして未成熟マダニへ感
染を受け渡す可能性のある他の脊椎動物について
は，いまだ確証は得られておらず，もし仮にH. 
canis 感染犬で記載されたモノゾイトシストが被捕
食動物にも存在するとしても，その役割に関しては
今のところ確認されていない。加えて，北米でどの
程度H. canis が犬に浸透しているのかを明確にする
ことは非常に興味深い。H. americanum 感染とは
対照的に，H. canis 感染においてはとくに健常犬で
は臨床的には不顕性に経過する場合が多いため7），
当該地域では現在分かっているよりも多くの犬に本
原虫が感染している可能性もある。アナプラズマ症，
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バベシア症，ボレリア症，エールリッヒ症およびロ
ッキー山紅斑熱を含む，その他の局地的マダニ媒介
感染症が多数認められることから35-37），混合感染
やそれによりさらに重篤な病状をもたらす可能性も
十分にある。ヘパトゾーン症の病原体は他のベク
ター媒介性感染症と同様に国際的な課題である；
すなわち，H. canis やH. americanum を専門とす
る世界中の獣医師および寄生虫学者が一丸となり協
力するようになれば，これらの重要な問題に対する
取り組みが可能となる。
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